









  ①平成 27年 9月 24日－9月 27日 
  ②平成 27年 12月 15日－12月 21日  （個人研究費Ⅰより拠出） 

















つつ、実際に 3度（本研究助成で 2回・個人研究費で 1回）その大枠はつぎのとおりとした。 
3 度の実踏調査では、現地関係者（シェムリアップ州教育局・観光局。在日本人会等）の聴き
取りを中心に以下の申請時に掲げた課題について調査考察をおこなった。 
①  18年間の実践経過の整理検証。（初期の学内状況等も含む） 
②  現地の状況変化への検証考察。（シェムリアップ州の状況と「大正小学校」への期待） 
③  「カンボジアボランティアプロジェクト」への現地および学生ニーズの測定。 
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⑤  国際支援教育実践の総体的現状分析を行い、大正大学での特殊性を明らかにする。 
⑥  人間環境学の視点からコミュニティへのアプローチをみいだす。 
⑦  国際支援教育実践の展開課題とその可能性等について再考する。 








その時からの実績が認められ、「ＴＡＩＳＨＯ ＳＣＨＯＯＬ」（Google Map にも明記さ
れている）の名称を冠としている。現状においても、シェムリアップ州教育局・現地日本人
関係団体、当該コミュニティもその教育支援活動を賞賛している。 
   学校の現況は、4校舎 13教室で小学生 490名・中学生 186名・教員 12名で二部方式で授
業展開しており、日本人ボランティアの指導による日本語教室も併設している。 




















































・ 「カンボジア 大正学校をみつめて」  ＢＳＲ通信 第 21号 平成 27年 12月 
・ 「現代環境文化論考Ⅱ－カンボジア環境コミュニティの文化―」（仮題） 
         大正大学人間環境論集  第 4号  平成 29年 3月 予定 
＊今期現地実踏研究を展開するにシェムリアップ「伝統の森」主宰 森本喜久男氏の指導助言へ
の感謝の想いを付記する。 
 
